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げ ん げ ん ど う

〜
血
管
外
科
外
来
の
紹
介
〜

『
当
院
の
専
門
外
来
』

血
管
外
科
外
来
で
は
、
下
肢
静
脈
瘤
や
透

析
患
者
さ
ん
の
合
併
症
の
一
つ
で
も
あ
る
血

管
障
害
、
糖
尿
病
性
足
病
変
、
そ
し
て
、
胼

胝（
べ
ん
ち
）、
鶏
眼
、
巻
き
爪
、
肥
厚
爪
等

の
処
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
師
の
診
察
に
加
え
、
ケ
ア
が
必
要
な
患

者
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
は
、
看
護
師
が
足
の

観
察
を
行
い
、
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
た
ケ
ア

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
創
傷
や
胼
胝
な
ど
が
生
じ
る
リ
ス

ク
の
高
い
患
者
さ
ん
に
は
、
義
肢
装
具
士
と

理
学
療
法
士
が
専
門
的
な
視
点
で
評
価
を
行

い
、
靴
や
イ
ン
ソ
ー
ル（
靴
の
中
敷
き
）の
ご

紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

外
来
は
毎
週
月
曜
日
の
午
後
に
診
察
し
て

い
ま
す
。
足
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❷ 創立 50 周年記念式典　玄々堂木更津クリニック地鎮祭
❸ 最近の学会・研究会動向について
❻ 栄養サポートチーム活動について
❼ 退任医師ご挨拶　透析送迎バス運行のご紹介
❽ 血管外科外来の紹介　

表紙の絵：呼吸器内科部長　野口医師が描いた油絵です。余市にあるニッカの蒸留所には遠くスコットランドでその技術を習得したニッカ
ウヰスキーの創業者である竹鶴正孝さんの情熱がこもっています。余市蒸留所は今でも活躍しており、竹鶴正孝さんのひたむきな情熱の宿
る庭園は様々な花や木々が四季折々の表情を見せてくれます。

特  集 下肢静脈瘤に対する
レーザー治療

新型コロナウイルスワクチン接種
　４回目のお知らせ

新型コロナウイルスワクチン４回目接種が７月から始まりました。君津市民の方は、「君津市新型コロナワク
チンコールセンター」で予約を受け付けています。君津市民以外の方は、当院で受付をしています。

詳細はホームページをご確認ください。

当
院
の
専
門
外
来
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
血
管
外
科
外
来
で
す
。

　
　
　
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師�

外
来
看
護
師
主
任　
　
佐 

藤　
茜

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア

認
定
看
護
師
と
は
？

創
傷（w

ound

）・
オ
ス
ト

ミ
ー（O

stom
y

）・

失
禁

（C
ontinence

）領
域
に
お
い

て
問
題
を
抱
え
た
患
者
さ
ん

へ
専
門
的
な
知
識
を
用
い
て

ケ
ア
を
提
供
す
る
看
護
師
で

す
。
頭
文
字
を
取
っ
てW

O
C

（
ウ
ォ
ッ
ク
）
ナ
ー
ス
と
呼
ば

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

当
院
に
お
け
る
関
連
施
設
す

べ
て
に
お
い
て
、
組
織
横
断
的

に
活
動
し
て
お
り
、
対
象
と
な

る
方
の
抱
え
て
い
る
問
題
に
対

し
て
、
思
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
皮
膚
の
ケ
ア
や
排
泄
ケ
ア
を

行
い
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

病棟におけるWOC回診の様子

血管外科外来の
お知らせ

毎週月曜日午後の診察です。
担当：北 岡　斎　医師
＊第1・3月曜日：義肢装具士・
理学療法士による装具の相談を
お受けしています。

作：まつ
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創
立
50
周
年
記
念
式
典
　
玄
々
堂
木
更
津
ク
リ
ニ
ッ
ク
地
鎮
祭

最
近
の
学
会
・
研
究
会
動
向
に
つ
い
て

る
予
定
で
す
。
こ
の
研
究
会
は
千
葉
県
内
の
透
析
治
療
に

携
わ
る
多
職
種
の
約
１
５
０
０
名
が
参
集
す
る
大
き
な
研

究
会
で
す
。
今
回
、
当
院
の
大
﨑
副
院
長
が
そ
の
当
番
世

話
人
に
な
り
ま
し
た
。
病
院
一
丸
と
な
り
準
備
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
知
見
を
微
力
な

が
ら
も
活
か
せ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
に
お
け
る
一
次
救
命
処
置
の
教
育

�

Ｂ
Ｌ
Ｓ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

３
Ｂ
病
棟
看
護
師

�

桐
生　
静
香

当
院
で
は
職
員
対
象
に
一
次
救
命
処
置
の
教
育
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｌ
Ｓ（Basic Life Support

）と
は
呼

吸
が
止
ま
り
心
臓
も
動
い
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
人
へ
の

救
命
措
置
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
人
間
の
脳
は
２
分
以
内

構造　鉄骨造4階建	 敷地面積　9,551.82㎡
	 建築面積　2,290.99㎡
	 延床面積　6,279.17㎡

�

総
務
課
長
　
　
石
嵜
　
照
彦

５
月
２６
日
、
木
更
津
市
中
里
の
移
転
用
地
に
お

い
て
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
移
転
用
地

を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
近
隣
住
民
の
皆
さ
ま

を
は
じ
め
、
設
計
業
者「
ｋ
ｗ
ａ
ｓ
＋
ｐ
ｐ
ｄ
ｄ
設

計
共
同
体
」及
び
、
施
工
業
者「
戸
田
・
キ
ミ
ツ
鐵

構
建
設
共
同
企
業
体
」に
も
ご
臨
席
を
賜
り
、
滞
り

な
く
地
鎮
祭
を
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
８
月
の
竣
工
を
目
標
に
安
全
に
工
事

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
近
の
学
会
・
研
究
会
動
向
に
つ
い
て

�

透
析
統
括
顧
問　
三
浦　
國
男

２
年
程
前
か
ら
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
最
近
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
会
開
催

方
式
も
Ｗ
ｅ
ｂ
の
み
か
ら
今
ま
で
の
現
地
参
加
を
組
み
合

わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
状
況
の
中
で
久
々
に
臨
床
工
学
技
士
の
メ
ン
バ
ー
と
、

日
本
血
液
浄
化
技
術
学
会（
４
月
：
札
幌
市
）、
日
本
臨
床

工
学
会（
５
月
：
つ
く
ば
市
）に
、
立
て
続
い
て
現
地
参
加

し
発
表
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
感
染
対
策
を
厳

重
に
行
っ
た
上
で
の
参
加
で
す
。
ど
ち
ら
の
学
会
も
活
発

な
質
疑
応
答
で
賑
わ
い
、
現
地
参
加
な
ら
で
は
の
参
加
者

の
興
味
の
大
き
さ
を
直
接
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
、
有

意
義
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
進
化
し
続
け
て
い
る
医

療
の
技
術
と
知
識
、
透
析
医
療
の「
持
続
可
能
な
開
発
目

標

」
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

(S
u

s
ta

in
a

b
le 

D
e

ve
lo

p
m

e
n

t 
G

oals

）、
こ
れ
か
ら

の
課
題
や
展
望
な
ど

を
こ
の
学
会
を
通
し

て
知
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

話
題
が
変
わ
り
ま

す
が
、
本
年
12
月
に

第
４９
回
千
葉
県
透
析

研
究
会
が
開
催
さ
れ

日本臨床工学会で発表

事
務
長
　
宮
本
　
弘
幸

６
月
５
日
、
オ
ー
ク
ラ
ア
カ
デ

ミ
ア
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

医
療
法
人
新
都
市
医
療
研
究
会「
君

津
」会
創
立
５０
周
年
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
法
人
の

創
設
者
で
あ
る
池
田
貞
雄
会
長
の

三
回
忌
に
あ
た
り
、
併
せ
て
偲
ぶ

会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
来
賓
、
多
く
の
医

療
関
係
者
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
職
員
と
共
に
５０
周
年
の
節
目

を
祝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
池
田
理
事

長
か
ら
は
、「
こ
こ
ま
で
発
展
し
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
池
田
会
長
を
始

め
と
す
る
創
設
の
職
員
、
そ
し
て

現
職
員
の
熱
意
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
様
々
な
形
で
ご
支
援
い
た
だ

い
た
地
域
の
皆
さ
ま
、
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
行
政
の
皆
さ
ま
、
関

係
医
療
機
関
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ

で
あ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
５０
年
間
、
私
た
ち
は
常

に
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
を
大

切
に
、
良
質
で
安
心
な
ぬ
く
も
り

の
あ
る
医
療
を
提
供
す
る
と
い

う
、
創
立
か
ら
の
理
念
を
礎
と
し

て
、
日
々
病
院
運
営
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
の
理
念
を
大
切

に
、
地
域
医
療
を
通
じ
て
社
会
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
、

感
謝
の
言
葉
と
今
後
の
決
意
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
法
人
は
、
昭
和
４７
年
２
月
１１
日

「
玄
々
堂
坂
田
診
療
所
」と
し
て
誕

生
、
５０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
医
療
を
通
じ
て
千
葉
県
君

津
地
域
、
神
奈
川
県
大
和
地
域
の

皆
さ
ま
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
職

員
一
同
全
力
を
挙
げ
て
地
域
医
療

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

感動のフレッシュレポート発表会
� 看護部長　木村　純子

6月16日、21日の 2日間に分けて教育
委員会によるフレッシュレポート発表会
が開催されました。　　

フレッシュレポートとは、 新人看護師
が 1年間で、 心に残った看護を振り返り
発表する研修です。私は毎年、この発表
会を楽しみにしています。2021年度の新
人看護師13名の発表では、 患者さんの
ペースに合わせることや患者さんの不安
や痛みを理解することなど、患者さんに
寄り添うことの大切さを学んでいました。

たくさんの学びをいただいた患者さん
に改めて感謝申し上げます。そして、新
人看護師を温かく支援してきた先輩看護
師の方々が当院の看護を作り上げてきた
ことを実感しました。独り立ちしていく
新人看護師に乾杯です。

に
心
臓
蘇
生
が
開
始
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
救
命
率
は
９０
％

で
す
が
４
分
で
５０
％
、
５
分
で
は
２５
％
ま
で
救
命
率
が
低

下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

院
内
で
救
命
事
案
が

起
き
て
し
ま
っ
た
場
合

に
備
え
、
医
療
資
格
者

だ
け
で
な
く
全
職
員
が

一
次
救
命
の
心
肺
蘇
生

法
で
あ
る
胸
骨
圧
迫
、

す
な
わ
ち
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
知
識
、
技
術
に

お
け
る
ス
キ
ル
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

祝 創 立 50 周 年  
医療法人新都市医療研究会「君津」会 記念式典

病棟看護師対象BLSトレーニング

新人看護研修修了証を
いただきました！
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特
集
　
下
肢
静
脈
瘤
に
対
す
る
レ
ー
ザ
ー
治
療

特
集
　
下
肢
静
脈
瘤
に
対
す
る
レ
ー
ザ
ー
治
療

下
肢
静
脈
瘤
と
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
・
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

�

３
Ｂ
病
棟
看
護
師
主
任　
松
本　
紫
織

　

下
肢
静
脈
瘤
は
、
足
の
静
脈
の
血
管
内
に
血
液
が
徐
々

に
溜
ま
り
静
脈
の
血
管
が
コ
ブ
状
に
膨
ら
ん
で
し
ま
う
病

気
で
す
。
足
か
ら
上
半
身
に
向
か
う
血
液
の
逆
流
を
防
止

す
る
静
脈
弁
が
必
要
以
上
に
開
い
た
り
、
弁
が
壊
れ
た
状

態
と
な
り
血
液
が
逆
流
し
て
し
ま
う
の
が
原
因
で
す
。

玄
々
堂
君
津
病
院　
血
管
外
科
部
長　
北
岡　
斎

当
院
で
の
下
肢
静
脈
瘤
に
対
す
る
レ
ー
ザ
ー
治
療

～
安
全
か
つ
満
足
度
の
高
い
治
療
を
目
指
し
て
～

特 集

○
当
院
で
の
静
脈
瘤
治
療

静
脈
瘤
の
治
療
方
法
に
は
い
く
つ
か
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す

が
、
当
院
で
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
治
療
法
の
選
択
が
可
能
で
す
。

①
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
圧
迫
療
法

�

病
気
を
治
す
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
症
状
を
緩
和
し
た

り
、
病
状
の
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

②
静
脈
抜
去
手
術（
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
）

�

古
く
か
ら
存
在
す
る
手
術
で
す
が
、
現
在
で
も
ニ
ー
ズ
の
あ

る
有
効
な
手
術
法
で
す
。
根
治
性
が
高
く
、
レ
ー
ザ
ー
治
療

で
再
発
し
た
患
者
さ
ん
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
レ
ー
ザ
ー
治
療

�

現
在
で
は
治
療
成
績
も
安
定
し
て
お
り
、
保
険
適
応
で
行

う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
静
脈
抜
去
手
術
同
様
に
根
治
性
が
高

く
、
か
つ
身
体
へ
の
負
担
も
少
な
い
治
療
で
す
。
当
院
で
は

特
に
レ
ー
ザ
ー
治
療
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

○
当
院
で
の
レ
ー
ザ
ー
治
療
の
特
色

当
院
で
は
、
日
帰
り
レ
ー
ザ
ー
治
療
を
メ
イ
ン
に
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
入
院
ベ
ッ
ド
を
備
え
た
病
院
で
あ
る
こ
と
を
生
か

し
、
高
齢
者
や
持
病
を
お
持
ち
の
患
者
さ
ん
、
一
人
暮
ら
し
で

日
帰
り
手
術
が
心
配
な
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
入
院
で
の
治
療

も
選
択
可
能
で
す
。

ま
た
、
当
院
で
は
手
術
時
の
麻
酔
管
理
を
麻
酔
科
専
門
の
医

師
が
担
当
し
ま
す
。

高
齢
の
方
や
、
持
病
の
た
め
に
手
術
に
対
す
る
リ
ス
ク
を
お

持
ち
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
、
よ
り
安
全
な
治
療
が
提
供
で

き
る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
さ
ら
に
身
体
の
負
担
の
少
な
い
ス
ー
パ
ー
グ
ル
ー

治
療（
接
着
剤
を
用
い
た
治
療
）も
導
入
予
定
で
あ
り
、
今
ま
で

は
手
術
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
に
も
治
療
を

受
け
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

未
成
年
で
は
14
％
、
成
年
で
は
62
％
、
高
齢
者
で
は
82
％

の
方
に
静
脈
瘤
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
放
っ
て
お

く
と
徐
々
に
進
行
し
自
然
に
治
癒
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

当
院
で
は
、
日
帰
り
手
術
か
ら
数
日
入
院
で
の
手
術
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
術
前（
保
存
的
治
療
含
む
）そ
し
て

術
後
一
定
期
間
は
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
着
用
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。
図
を
参
考
に
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
正
し
く

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

血
管
内
レ
ー
ザ
ー
焼
灼
術（
Ｅ
Ｖ
Ｌ
Ａ
）に
関
わ
っ
て

�
手
術
室
看
護
師　
加
藤　
裕
子

　
下
肢
静
脈
瘤
に
対
す
る
レ
ー
ザ
ー
治

療
が
導
入
さ
れ
て
２
年
が
た
ち
ま
し
た
。

北
岡
先
生
の
指
導
の
も
と
手
術
室
、

病
棟
、
外
来
、
臨
床
工
学
科
と
連
携
し

治
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

手
術
室
で
は
、
当
日
入
院
さ
れ
午
後
レ
ー
ザ
ー
治
療
を

行
う
患
者
さ
ん
の
緊
張
や
心
配
な
お
気
持
ち
を
少
し
で
も

和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
担
当
す
る
手
術
室
看
護

師
が
病
棟
を
術
前
訪
問
し
て
お
り
ま
す
。

治
療
前
の
わ
ず
か
な
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん

と
お
会
い
し
、
会
話
を
通
じ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持
ち
で

治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

下
肢
静
脈
瘤
治
療
に
お
け
る
外
来
で
の
対
応

�

外
来
看
護
師
主
任　
手
島　
有
紀

当
院
で
は
毎
週
月
曜
日
に
予
約
制
で
、
血
管
外
科
外
来

に
て
下
肢
静
脈
瘤
の
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
下
肢
静

脈
瘤
と
は
足
の
血
管
の
病
気
で
、
静
脈
瘤
は
血
管（
静
脈
）

が
文
字
ど
お
り
コ
ブ（
瘤
）の
よ
う
に
膨
ら
ん
だ
状
態
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。「
足
が
む
く
む
、
だ
る
い
」が
発
症
の
サ
イ

ン
で
す
。
日
帰
り
手
術
、
入
院
、
レ
ー
ザ
ー
治
療
、
ス
ト

リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
な
ど
の
治
療
選
択
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

気
に
な
る
症
状
が
あ
る
方
は
是
非
、
外
来
受
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。

弾性ストッキングの使用時に注意したいこと
・・必ず椅子などに座って履いてください。
　�立ちながら履くと転倒する恐れがあります。
・・�弾性ストッキングは、正しく清潔な状態で使用しないと皮膚炎や

かぶれを起こし、かえって足の調子が悪くなることがあります。
　　①踵の位置を間違えない
　　②�折り曲げたり、シワのある状態で履かない
　　③�上端部が丸まったまま履かない
＊�医療用弾性ストッキングと市販用着圧ソックス

とは違いますのでご注意ください。

下
肢
静
脈
瘤
と
は
・
・
・

足
か
ら
血
液
を
心
臓
に
返
す
静
脈
の
一
部
で
血

液
が
逆
流
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

本
来
、
静
脈
に
は
血
液
が
反
対
方
向
に
流
れ
な

い
よ
う
に
逆
流
防
止
弁
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

下
肢
静
脈
瘤
で
は
様
々
な
原
因（
立
ち
仕
事
、
妊
娠

出
産
、
遺
伝
の
関
与
な
ど
）に
よ
り
逆
流
防
止
弁
が

壊
れ
て
し
ま
い
、
逆
流
し
た
血
液
が
膝
下
に
た

ま
っ
た
状
態（
う
っ
血
）と
な
り

ま
す
。

う
っ
血
は
、
足
の
む
く
み
、

だ
る
さ
、
頻
回
な
こ
む
ら
返
り
を
引
き
起
こ
し
、

病
気
が
進
行
す
る
と
、
難
治
性
の
皮
膚
炎
や
、
皮

膚
潰
瘍
な
ど
生
活
の
妨
げ
と
な
る
重
大
な
症
状
に

も
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。



げ
ん
げ
ん
ど
う

げ
ん
げ
ん
ど
う

0607

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
活
動
に
つ
い
て

退
任
医
師
ご
挨
拶
　
透
析
送
迎
バ
ス
運
行
の
ご
紹
介

退
任
医
師
ご
挨
拶

退任
わ
が
玄
々
堂
は
、
永
久
に
不
滅
！！

�

佐
藤　
和
弘 

医
師

２
０
１
１
年
７
月
に
当
院
へ
着
任

し
、
早
１０
年
以
上
の
歳
月
が
経
ち
ま
し

た
。
一
般
外
科
・
血
管
外
科
診
療
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
委
員
会

の
立
ち
上
げ
、
褥
瘡
委
員
会
な
ど
、

様
々
な
仕
事
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
忙
し
い
な
が
ら
も
充
実
し
た
日
々

を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
院
は
そ
の
特
性
上
、
透
析
を
受
け

て
い
る
患
者
さ
ん
が
多
く
、
着
任
時
に

は
、
足
の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
方
が
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
下
肢
切
断

な
ど
の
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

め
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
委
員
会
・
外
来
を
開

設
し
ま
し
た
が
、
自
分
一
人
の
力
で
は

当
然
何
も
で
き
ず
、
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
、
他
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
皆
さ
ま

の
力
を
借
り
な
が
ら
、
力
不
足
な
が
ら

も
自
分
な
り
に
全
力
で
対
処
さ
せ
て
頂

い
た
つ
も
り
で
す
。
が
・
・
・
か
な
り

い
ろ
い
ろ
わ
が
ま
ま
を
言
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
職
員
の
皆
さ
ま
か
ら
恨
ま
れ

て
い
な
い
か
心
配
で
す
。

私
は
当
院
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
わ
が
玄
々
堂
は
、
永
久
に
不

滅
で
す
！

当
院
の
総
合
腎
臓
病
セ
ン
タ
ー
で

は
、
多
く
の
患
者
さ
ん
が
透
析
治
療
を

受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
透
析
患
者

さ
ん
の
中
に
は
体
調
に
不
安
が
あ
っ
た

り
、
交
通
手
段
が
無
い
た
め
に
、
通
院

に
お
困
り
の
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
当
院
で
は
、
透
析
患
者
さ
ん
が
安

心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
る
よ
う
、
透

析
送
迎
バ
ス
を
無
料
で
運
行
し
て
い
ま

す
。透

析
送
迎
バ
ス
は
、
患
者
さ
ん
宅
と

各
透
析
施
設(

玄
々
堂
君
津
病
院
・
玄
々

堂
じ
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
玄
々
堂
木
更
津

ク
リ
ニ
ッ
ク)

と
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
手

段
で
す
。
現
在
、
約
３
０
０
名
の
患
者

さ
ん
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

車
両
に
は
10
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
を

15
台
使
用
し
、
総
勢
26
名
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
シ
フ
ト
を
組
ん
で
送
迎
業
務
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
送
迎
中
は
患
者
さ

ん
が
安
全
・
快
適
に
ご
乗
車
い
た
だ
け

る
よ
う
、
交
通
法
規
の
遵
守
は
勿
論
の

こ
と
、
常
に
安
全
運
転
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
の
急
な
体
調
変
化

に
伴
う
乗
車
予
定
変
更
に
対
し
て
も
、

透
析
室
・
看
護
部
・
事
務
部
・
運
転
担

当
部
門
が
連
携
し
て
柔
軟
に
対
応
し
、

送
迎
時
刻
に
乱
れ
が
生
じ
な
い
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

８
月
末
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
る
佐
藤
和
弘
医
師
か
ら
の
ご
挨
拶
で
す
。

新
天
地
で
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

ドライバーと運営スタッフ

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
略
し
て
Ｎ
Ｓ
Ｔ（N

utrition 
Support Team

）と
い
い
ま
す
。

突
然
で
す
が
質
問
で
す
。

次
の
タ
イ
プ
で
、「
病
気
が
早
く
治
り
そ
う
」と
思
う
方

は
ど
ち
ら
と
思
い
ま
す
か
。

Ａ.

筋
肉
も
り
も
り
の
マ
ッ
チ
ョ
タ
イ
プ

Ｂ.

筋
肉
少
な
そ
う
な
細
身
タ
イ
プ

大
抵
の
皆
さ
ん
は
、
Ａ
タ
イ
プ
を
選
ぶ
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
筋
肉
量
と

病
気
の
関
係
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。病

気
に
勝
つ
た
め
に
は
、「
体
力
」が
必
要
で
す
よ

ね
。「
体
力
が
あ
る
」と
は
、
身
体
に「
十
分
な
筋
肉
が

あ
る
」と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

筋
肉
と
、
病
気
を
予
防
す
る
免
疫
細
胞
は
、
両
方

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
活
動
に
つ
い
て�

栄
養
科
主
任　
小
泉　
美
佐
子

当院の栄養サポートチーム活動

と
も
た
ん
ぱ
く
質
か
ら
つ
く
ら
れ
ま
す
。
で
す
か

ら
、「
筋
肉
が
少
な
い
」と
な
る
と
、
身
体
の
た
ん
ぱ

く
質
も
不
足
し
て
い
る
状
態
な
の
で「
免
疫
細
胞
も

不
足
」し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

「
免
疫
細
胞
が
不
足
」す
る
と
、
体
外
か
ら
入
っ
て

き
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
力
が
弱
ま
り
、
肺
炎

等
の
病
気
に
な
り
や
す
く
、
も
と
も
と
の
病
気
に
感

染
症
が
追
加
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
と
て
も
大
切
な
筋
肉
は
、
栄
養
と
運
動

で
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
院
中
は
、
食
事

や
点
滴
で
栄
養
を
と
り
入
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
で
筋
肉
を

刺
激
し
筋
肉
維
持
に
努
め
ま
す
。

し
か
し
、
患
者
さ
ん
は
、
病
気
と
闘
い
な
が
ら
、

自
分
の
栄
養
面
を
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
よ

ね
。
食
事
が
食
べ
ら
れ
な
い
人
、
ま
た
食
べ
た
く
て
も

栄
養
が
取
れ
な
い
人
等
の
栄
養
問
題
は
、
私
た
ち
Ｎ
Ｓ

Ｔ
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
栄
養
面
の
問
題
は
、
様
々
な

要
因
が
あ
る
た
め
、
医
師
、
管
理
栄
養
士
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
リ
ハ
ビ
リ
等
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
や
回
診
を

行
い
、
栄
養
面
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。　

毎
週
木
曜
日
の
午

後
に
、
病
棟
回
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
栄

養
面
が
心
配
な
方

は
、
お
声
か
け
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

栄
養
と
運
動
で
病
気
に
勝
て
る
よ
う
支
援透

析
送
迎
バ
ス
運
行
の
ご
紹
介	

事
務
次
長
　
佐
藤 

年
成

病気が早く治りそうな
タイプは どっち？

筋肉は
なさそうな
細身タイプ

筋肉
もりもりの

マッチョタイプ

ＡＡＢＢ

NSTの病棟回診

私たちがNSTスタッフです！


